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ハウスねぎ抽だい抑制技術の経済性

１．試験のねらい

ハウスねぎ栽培において、抽だい抑制を目的として開発した加温・電照栽培導入による年２作栽

培体系の経済性を評価し普及の資とする。

２．試験方法

対象とした栽培法は加温＋電照栽培とし、下図の体系Ⅰおよび体系Ⅱによる同一ハウス年２作栽

培としたが、慣行栽培は年1.2作とした。経済性の試算において、加温＋電照栽培の暖房に要した

燃料使用量および電気量は、栽培試験の結果に基づいた。また、ねぎ販売単価は平成14年度および

15年度産の市場平均価格を用い、作業時間および慣行栽培収量は、ハウスねぎ生産農家における調

査に基づいた。
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図－１ 加温＋電照栽培の導入体系（品種：東国）

３．試験結果および考察

(1) ３月中旬および４月下旬に収穫となる加温＋電照栽培は、圃場占有日数が140～147日で、同一

ハウスでの年２作栽培が可能と推定された。

(2) 年２作体系の10ａ当たり所得試算は、慣行栽培（年1.2作）1,740,108円に対し、３月収穫作型

の導入体系（体系Ⅰ）では 2,657,723円（917,615円増 、４月収穫作型の導入体系（体系Ⅱ））

では 3,997,631円（2,257,523円増）と試算された。体系Ⅰの所得増が少ないのは、体系Ⅱに比

較し収量がやや低く、３月の市場単価が低かったためであった。

(3) 体系Ⅱは、慣行栽培と比較して１時間当たりの所得は423円の増となったが、体系Ⅰでは93円

減となった。これは、厳寒期の暖房により光熱費が加算されたことで経営費が増大したことが主

な要因であった。
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４．成果の要約

電照＋加温による抽だい抑制技術は、施設の利用効率を高め、単位面積当たりの収量増による所

。 、 、得増加が見込まれた ただし 市場価格によっては１時間当たりの所得の減少につながることから

暖房に要する経費削減方法の検討が必要であると考えられた。

（担当者 黒磯分場 矢田部健一）現 上都賀農振事務所* *

表－１ 抽だい抑制栽培導入による経済評価（10ａハウス当たり）

体系Ⅰ 体系Ⅱ 慣行

収量（kg） ３月収穫 6,950 ４月収穫 7,690 ７月収穫 5,400

９月収穫 5,400 10月収穫 5,400

合計 12,350 13,090 (1.2作) 6,480

単価（円/kg） ３月収穫 465 ４月収穫 543 ７月収穫 472

９月収穫 577 10月収穫 658

粗収益（円） 6,347,550 7,728,870 3,058,560

経営費（円） 種苗費 110,400 110,400 40,320

肥料費 137,883 137,883 123,860

農薬費 21,727 21,727 18,144

光熱費 1,269,939 1,225,739 6,000

諸材料費 535,887 535,887 445,664

原価償却費 519,634 519,634 115,714

計 2,595,470 2,551,270 749,702

出荷経費（円） 1,094,357 1,179,969 568,750

農業所得（円） 2,657,723 3,997,631 1,740,108

１時間当たり所得（円） 1,024 1,540 1,117

注）原価償却費：パイプハウス900,000円、暖房機2,244,000円とした。

表－２ 作業時間（時間／10ａ）

育苗 定植準備 定植 本圃管理 収穫 調製 片づけ 合計

体系Ⅰ 74.6 57.6 198.0 402.6 178.8 1666.8 18.2 2596.6

体系Ⅱ 74.6 57.6 198.0 402.6 178.8 1666.8 18.2 2596.6

慣 行 44.8 34.6 118.8 241.6 107.3 1000.1 10.9 1558.1

ハウスねぎ抽だい抑制技術の経済性


